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北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

令
和
二
年
度
総
会
を
開
催

こ
の
た
び
会
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
、
神
奈
川
県
議
会
議

長
の
嶋
村
た
だ
し
で
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ

き
、
北
方
領
土
返
還
と
い
う
大

き
な
目
標
に
向
け
て
、
尽
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
〇
年
十
一
月
に
設
立

し
た
こ
の
県
民
会
議
も
、
今
回

で
三
十
六
回
目
の
総
会
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
北
方

領
土
返
還
に
向
け
た
会
員
の
皆

様
の
熱
意
と
長
年
の
御
努
力
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

戦
後
七
十
五
年
の
歳
月
が
流

れ
ま
し
た
が
、
北
方
領
土
が
返

還
さ
れ
る
見
通
し
は
未
だ
に
た

っ
て
お
ら
ず
、
平
和
条
約
締
結

交
渉
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
、
改
め
て
対
露
交
渉

に
臨
む
態
勢
の
見
直
し
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
外
交
交
渉
を
下
支
え

す
る
た
め
に
は
、
国
民
一
人
ひ

と
り
が
北
方
領
土
問
題
に
対
し

て
正
し
い
認
識
を
持
ち
、
一
日

も
早
い
返
還
を
求
め
る
多
く
の

国
民
・
県
民
の
声
を
結
集
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
当
県
民
会
議

に
新
た
な
一
団
体
が
御
入
会
く

だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
返
還
の
機

運
を
高
め
る
上
で
非
常
に
心
強

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

北
方
領
土
返
還
要
求
に
関
す
る

世
論
を
盛
り
上
げ
、
運
動
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
よ
り
一
層

の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で
は
、
七
月
十
五
日（
水
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の

た
め
、
書
面
に
て
令
和
二
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
役
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
会
長
に
は
、
選
出

母
体
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
前

神
奈
川
県
議
会
議
長
の
梅
沢
裕

之
氏
に
替
わ
り
、
先
の
県
議
会

で
新
た
に
神
奈
川
県
議
会
議
長

に
就
任
し
た
嶋
村
た
だ
し
氏
を

選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期

満
了
及
び
選
出
母
体
の
役
員
の

改
選
等
に
よ
り
、
令
和
二
年
度

役
員
名
簿
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
役
員
を
選
出
（
再
任
）
し
ま

し
た
。

次
い
で
、
第
二
号
議
案
令
和

元
年
度
事
業
報
告
、
第
三
号
議

案
令
和
元
年
度
収
支
決
算
、
第

四
号
議
案
令
和
二
年
度
事
業
計

画（
案
）、
第
五
号
議
案
令
和
二

年
度
収
支
予
算（
案
）を
全
会
一

致
で
承
認
し
ま
し
た
。

新
会
長
に
嶋
村
た
だ
し
県
議
会
議
長
を
選
任

令 和 ２ 年 度 役 員 名 簿

役 職 名 氏　　　名 団　体　等　の　職

会 長 嶋　村　ただし 神奈川県議会議長

副 会 長
白　石　俊　雄 日本労働組合総連合会神奈川県連合会顧問

向　島　史　朗 公益社団法人日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会会長

事務局長 檜　垣　明　宏 日本労働組合総連合会神奈川県連合会副事務局長

理 事

西　村　明　夫 神奈川県商工会議所連合会専務理事

四　條　信　仁 神奈川県農業協同組合中央会常務理事

石　川　壽々子 神奈川県地域婦人団体連絡協議会会長

小　宮　志奈乃 川崎市地域女性連絡協議会理事

綾　井　祐　一 北方領土問題対策協会神奈川県推進委員

監 事
高　橋　征　人 神奈川県漁業協同組合連合会代表理事会長

坂　井　雅　幸 公益社団法人横浜貿易協会常務理事

四
し

島
ま

のかけ橋

本
年
は
、
終
戦
及
び
北
方
領

土
四
島
が
ロ
シ
ア
に
よ
り
不
法

に
占
拠
さ
れ
て
か
ら
七
十
五
年

が
経
過
し
た
節
目
の
年
で
す
。

四
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
日
本
人

の
元
島
民
も
八
十
余
歳
に
な
り

ま
す
。
生
ま
れ
故
郷
を
追
わ
れ

命
か
ら
が
ら
自
力
で
島
を
脱
出

し
た
者
以
外
は
、
食
べ
物
や
飲

み
物
も
な
く
、
着
る
物
さ
え
な

か
っ
た
船
の
中
に
、
荷
物
と
一

緒
に
積
み
込
ま
れ
て
強
制
送
還

さ
れ
、
樺
太
に
上
陸
し
た
た
め
、

高
齢
者
や
小
さ
な
子
ど
も
が
犠

牲
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ

う
で
す
。
終
戦
後
の
昭
和
二
〇

年
八
月
十
八
日
、
ソ
連
軍
は
四

島
に
上
陸
を
始
め
、
同
年
九
月

五
日
ま
で
に
は
四
島
を
占
領
し

ま
し
た
。
元
島
民
は
、
「
私
達

の
新
築
の
家
に
銃
を
持
っ
た
ソ

連
兵
が
土
足
で
入
っ
て
き
て
、

「
ア
メ
リ
カ
は
い
な
い
か
。」
な

ど
と
言
っ
て
脅
し
、
天
井
裏
な

ど
を
探
し
て
い
た
。 

ソ
連
軍
が

上
陸
し
て
か
ら
、
私
た
ち
は
毎

日
銃
を
突
き
つ
け
ら
れ
生
活
を

し
て
お
り
、
自
由
に
生
活
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
」

と
当
時
の
こ
と
を
語
り
部
と
し

て
伝
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
北

方
領
土
で
生
ま
れ
育
っ
た
ロ
シ

ア
人
も
七
十
五
歳
を
迎
え
て
お

り
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
四
島
は

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
と
思
わ
れ

て
い
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
島
々
は
戦
前

ま
で
は
日
本
人
が
生
活
し
て
い

た
、
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
主
張
し
続
け
る

こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

さ
て
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な

感
染
拡
大
と
い
う
、
私
た
ち
が

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

受
難
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
、
五
月
九
日
の
対
独
戦
勝

記
念
日
に
合
わ
せ
た
安
倍
首
相

の
訪
露
の
見
送
り
等
、
ロ
シ
ア

と
の
北
方
領
土
を
含
む
平
和
条

約
締
結
交
渉
の
停
滞
を
招
い
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
外
務
省
の
報

道
発
表
に
よ
れ
ば
「
本
年
五
月

七
日
、
安
倍
総
理
は
、
プ
ー
チ

ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
と
の
間
で

電
話
会
談
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

両
首
脳
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
拡
大

す
る
中
で
、
双
方
の
国
民
保
護

の
た
め
の
こ
れ
ま
で
の
お
互
い

の
取
組
に
言
及
し
、
引
き
続
き

必
要
な
協
力
を
行
う
こ
と
を
確

認
し
、
感
染
の
早
期
収
束
に
向

け
日
露
で
引
き
続
き
協
力
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
両
首

脳
は
、
平
和
条
約
交
渉
、
北
方

四
島
に
お
け
る
共
同
経
済
活

会
長
就
任
に
当
た
っ
て

 

神
奈
川
県
議
会
議
長　
　

嶋
　
村

　
た
だ
し

動
、
四
島
交
流
等
事
業
、
地
域

交
流
年
等
の
日
露
間
の
協
議
や

協
力
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
進

め
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
た
。」、

「
五
月
二
十
八
日
、
茂
木
敏
充

外
務
大
臣
は
ラ
ヴ
ロ
フ
、
セ
ル

ゲ
イ
・
ヴ
ィ
ク
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・

ロ
シ
ア
連
邦
外
務
大
臣
と
電
話

会
談
を
行
い
、
両
大
臣
は
、
平

和
条
約
交
渉
、
北
方
四
島
に
お

け
る
共
同
経
済
活
動
、
四
島
交

流
等
事
業
、
地
域
交
流
年
等
の

日
露
間
の
協
議
や
協
力
に
つ
い

て
も
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
た

め
に
、
事
務
レ
ベ
ル
の
協
議
を

早
期
に
開
催
す
る
こ
と
で
一
致

し
た
。」
と
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
日
本
政
府
は

粘
り
強
く
ロ
シ
ア
と
外
交
交
渉

を
し
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
民
会
議
の
今
年
度

の
事
業
に
つ
い
て
も
、
基
本
的

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
の
見
通
し
が
不
明

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
奈
川
県

の
基
本
方
針
等
に
基
づ
き
、
感

染
防
止
を
図
り
な
が
ら
、
事
業

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
一
〇
年
振
り
に

当
県
民
会
議
が
幹
事
県
と
な
っ

た
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
北
方

領
土
問
題
関
係
者
会
議
に
つ
い

て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
都
県
、

内
閣
府
北
方
対
策
本
部
及
び
北

方
領
土
問
題
対
策
協
会
の
協
力

の
下
、
去
る
五
月
二
十
九
日
に

書
面
に
て
開
催
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
理
事

会
・
総
会
に
つ
い
て
も
同
様

に
、
先
月
、
書
面
に
て
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
一

月
に
開
催
予
定
の
県
民
大
会
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況
を
見

て
開
催
の
可
否
を
決
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
奈

川
県
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会

議
に
お
い
て
も
、
九
月
に
根
室

市
に
て
開
催
予
定
で
あ
っ
た
北

方
領
土
青
少
年
等
現
地
視
察
支

援
事
業
を
中
止
と
し
ま
し
た
。

今
後
感
染
拡
大
が
収
束
す
る
ま

で
の
間
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
逐
次

県
民
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
事
業
の
報
告
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
お
知
ら
せ
で
す
：
昨

年
五
月
ロ
シ
ア
の
中
高
生
を
神

奈
川
県
に
招
い
た
際
に
協
力
い

た
だ
い
た
慶
應
義
塾
大
学
二
年

太
田
就
士
さ
ん
が
二
〇
一
九
年

九
月
に
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
に
留
学
さ
れ
、
ロ

シ
ア
の
生
活
、
文
化
、
コ
ロ
ナ

事
情
等
をY

ouT
ube

で
発
信
し

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
御
覧

く
だ
さ
い
（
サ
イ
ト
は
、「
ロ
シ

ア
ン
カ
ナ
ル
」
で
検
索
で
き
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
朝
日

「
ビ
ー
ト
た
け
し
の
Ｔ
Ｖ
タ
ッ
ク

ル
」（
令
和
二
年
七
月
二
十
六
日

放
送
）
に
も
出
演
。）。 

（
綾
井
）

◇
嶋
村 

た
だ
し

　
会
長
◇

神
奈
川
県
議
会
議
員
（
横
浜

市
港
北
区
選
出
）。
平
成
十
五

年
に
初
当
選
以
来
、
五
期
当
選
。

こ
の
間
、
防
災
警
察
常
任
委

員
会
、
県
民
企
業
常
任
委
員
会
、

予
算
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会
等
の
各
委
員
長
及
び
自
由
民

主
党
神
奈
川
県
議
会
議
員
団
団

長
を
歴
任
。

令
和
二
年
五
月
神
奈
川
県
議

会
議
長
に
就
任
。
神
奈
川
県
出

身
。
六
十
四
歳
。
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○
資
料
館
の
視
察

視
察
し
た
資
料
館
は
、
一
日

目
の
野
付
半
島
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
、
二
日
目
の
別
海
北
方

展
望
塔
、
北
方
四
島
交
流
セ
ン

タ
ー
（
二
・
ホ
・
ロ
）、
三
日
目

の
北
方
館
の
四
カ
所
で
す
。

北
方
館
で
は
、
小
田
嶋
館
長

に
、
屋
外
で
実
際
の
国
後
島
や

歯
舞
群
島
を
見
な
が
ら
説
明
を

受
け
た
後
、
館
内
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
方
四
島
交
流
セ
ン
タ
ー

（
二
・
ホ
・
ロ
）
で
は
、
職
員
の

方
に
丁
寧
な
解
説
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
元
島

民
に
よ
る
講
和
は
心
に
響
く
も

の
で
し
た
の
で
、
少
し
詳
し
く

紹
介
し
ま
す
。

◯
元
島
民
か
ら
の
講
話

色
丹
島
出
身
の
得
能
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

終
戦
前
の
色
丹
島
は
、
自
然

の
美
し
い
島
で
、
豊
か
な
魚
介

資
源
が
あ
る
恵
ま
れ
た
島
で

し
た
。

終
戦
直
後
の
昭
和
二
〇
年
九

月
一
日
、
斜
古
丹
湾
に
軍
艦
二

隻
が
侵
入
し
、
六
百
名
～
七
百

名
の
ソ
連
兵
が
銃
を
構
え
上
陸

し
て
来
ま
し
た
。
当
時
十
一
歳

だ
っ
た
私
は
、
殺
さ
れ
る
と
思

い
ま
し
た
。

ソ
連
軍
が
民
家
を
次
々
と
没

収
し
た
た
め
、
追
い
出
さ
れ
た

人
々
は
、
小
屋
な
ど
で
の
生
活

を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
連
軍
の
厳
し
い
監

視
の
目
を
逃
れ
る
た
め
に
、
命

が
け
で
夜
中
に
島
を
脱
出
す
る

人
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

島
に
残
っ
た
島
民
は
、
ソ
連

人
と
混
住
の
生
活
を
す
る
こ
と

と
な
り
、
先
の
見
え
な
い
不
安

な
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

ソ
連
と
日
本
の
子
供
た
ち

は
、
最
初
は
喧
嘩
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
段
々
な
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
私
は
、
ソ
連
人
で

あ
る
タ
ー
ニ
ャ
に
恋
心
を
寄
せ

ま
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
九
月
、
突
然

ソ
連
軍
か
ら
日
本
人
は
日
本
に

帰
す
と
の
命
令
が
あ
り
、
一
週

間
以
内
に
船
が
来
て
、
島
民
は

島
を
追
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

船
内
に
ふ
ん
尿
の
汚
水
が
流

れ
、
異
臭
が
ひ
ど
い
貨
物
船
で
、

樺
太
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

樺
太
で
の
生
活
は
、
極
寒
で
、

食
料
も
な
く
、
と
て
も
厳
し
い

も
の
で
し
た
。
体
を
壊
し
、
死

亡
す
る
人
も
多
く
い
ま
し
た

（
食
料
の
配
給
は
あ
り
ま
し
た

が
、
パ
ン
と
生
ニ
シ
ン
、
た
ま

に
汁
物
（
水
に
塩
が
入
っ
た
だ

け
）
の
み
で
、
生
ニ
シ
ン
を
食

べ
た
人
は
、
み
ん
な
病
気
に
な

り
ま
し
た
。）。

そ
の
後
、
ど
う
に
か
乗
り
切

り
、
船
で
函
館
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。

北
方
領
土
は
、
日
本
の
も
の

で
あ
り
、
元
島
民
と
し
て
、
島

へ
行
き
た
い
で
す
。

何
百
年
か
か
っ
て
も
、
取
り

戻
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

◯
船
上
か
ら
の
視
察

野
付
半
島
か
ら
国
後
島
ま
で

は
十
六
キ
ロ
の
距
離
が
あ
り
ま

す
が
、
約
八
キ
ロ
の
中
間
ラ
イ

ン
ま
で
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
波
は
荒
か
っ
た
で
す
が
、

視
界
は
良
好
で
、
国
後
島
の
山

並
み
や
色
合
い
を
肉
眼
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◯
視
察
を
終
え
て

視
察
後
、
参
加
者
の
方
々
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、「
た
だ
の
史
実
で
は
な
く
、

生
の
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、

改
め
て
戦
争
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。」「
北
方
領
土
問
題

に
つ
い
て
、
深
く
知
る
こ
と
が

で
き
た
。」
な
ど
、
現
地
に
行
く

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

目
で
見
る
北
方
領
土
2
0
1
9

 

視
察
研
修
報
告

編
集
後
記

◇
梅
沢
裕
之
前
会
長
一
年
間
御
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
令
和

二
年
度
は
第
百
十
三
代
県
議
会
議
長
嶋
村

た
だ
し
氏
に
会
長
就
任
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
五
月
二
十
五
日
、
県
民
会

議
阿
部
嘉
弘
事
務
局
長
が
議
長
室
を
訪
ね
、

県
民
会
議
の
概
要
等
説
明
を
行
い
、
総
会

を
書
面
開
催
す
る
旨
、
県
民
大
会
の
日
程

及
び
場
所
に
つ
い
て
も
御
伝
達
し
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
情
勢
を
踏
ま

え
、
書
面
会
議
と
す
る
旨
に
つ
い
て
御
理

解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

様
々
な
行
事
の
中
止
と
い
う
事
態
は
、
こ

れ
ま
で
の
通
常
の
取
組
を
見
直
す
い
い
機

会
に
な
る
の
で
は
と
の
貴
重
な
意
見
を
賜

り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
神
奈
川
県
北
方

領
土
問
題
教
育
者
会
議
の
取
組
の
盛
況
ぶ

り
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
嶋
村
会
長
、

ど
う
ぞ
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

（
綾
井
）

元島民からの講話

第36回

北方領土返還要求運動

神奈川県民大会

日時：令和2年11月13日（金）

　　　18時00分～19時45分

場所：横浜市開港記念会館　講堂

内容：記念講演ほか
（予定）

※ 今後、新型コロナウイルス感染症の感染

状況により、開催内容が変更・中止等と

なる場合があります。

神
奈
川
県
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
で
は
、

 

今
年
も
中
高
生
か
ら
の
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す

「北方領土に関する作文コンクール」を今年も実施しています。テーマは、「北方

領土に関すること」、締切りは令和2年9月3日（木）までです。

なお、ポスター記載の北海道（根室方面）への派遣は新型コロナウイルス感染症

拡大の影響により安全確保が困難と判断し、中止となりました。

詳しくは、県民会議ホームページを御覧ください。

http://www.hoppoukanagawa.jp/ryodo/sakubunbosyu/
sakubun2020/sakubun2020.htm

⎧
⎜
⎩

⎫
⎜
⎭

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
事
業
を
通

し
て
、
北
方
領
土
問
題
に
つ
い

て
実
感
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

アザラシの見送り

国後島の山並み［泊山（左）、羅臼山（右）］


